
特集	女性に対する暴力
	
3-5面	女性への暴力に関するYWCAの取り組み
6面	 	 ひろしまを考える旅
7面	 	 2015夏　被災者支援　保養プログラム

新倉久乃
Hisano Niikura

p r o f i l e

NPO法人「女性の家サー
ラー」理事。タイ語相談員。
DVサバイバーの外国籍母子
が、自立・社会参加をしな
がら自己実現できるよう、支
援事業を行っている。サー
ラーの他、タイ・日・米の
NPOで、またJICAの短期
専門家として、主にミャンマー
人の人身取引被害者の救援
と自立支援のために働いて
きた。横浜YWCA監事・元
東京YWCA幹事。

者
女
性
の
た
め
の
緊
急
避
難
施
設
と
い
う
位

置
づ
け
で
し
た
。

そ
の
後
、
外
国
籍
女
性
た
ち
の
定
住
化
に

伴
い
、
D
V
や
家
庭
内
の
問
題
、
離
婚
や
生

活
上
の
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
行

き
場
を
失
っ
た
外
国
籍
女
性
や
母
子
に
向
け
、

D
V
・
離
婚
・
在
留
資
格
・
国
籍
・
福
祉
制

度
な
ど
に
関
わ
る
電
話
相
談
を
、
相
談
者
の

母
語
（
8
言
語
）
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

2
0
0
2
年
に
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法

人
（
N
P
O
法
人
）
と
な
り
ま
し
た
。
20
周

年
を
機
に
2
0
1
2
年
か
ら
は
、
ひ
と
り
親

の
外
国
籍
女
性
の
自
立
支
援
事
業
を
開
始
し

ま
し
た
。
言
語
や
文
化
に
配
慮
し
、
日
本
人

と
外
国
籍
の
女
性
職
員
が
チ
ー
ム
と
な
っ
て
、

年
間
約
9
0
0
件
の
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。

1
9
9
3
年
の
国
連

総
会
決
議
「
女
性
に

対
す
る
あ
ら
ゆ
る
形
態

の
暴
力
の
撤
廃
に
関
す

る
宣
言
」
は
、
前
文
で
、

「
暴
力
を
受
け
や
す
い

女
性
」
の
特
徴
と
し
て
、

「
少
数
者
グ
ル
ー
プ
に

属
す
る
、
移
民
で
あ
る
、
農
村
や
遠
隔
地
域

に
居
住
し
て
い
る
、
貧
困
状
態
に
あ
る
」
な

ど
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
ま
さ
に
、

サ
ー
ラ
ー
に
相
談
を
し
て
く
る
女
性
た
ち
の

持
つ
背
景
な
の
で
す
。
彼
女
た
ち
の
話
を
聴

き
取
り
、
な
ぜ
困
難
に
直
面
す
る
に
至
っ
た

の
か
を
知
る
と
、
私
た
ち
の
い
る
世
界
か
ら

「
女
性
の
家
サ
ー
ラ
ー
」（
以
下
、
サ
ー
ラ

ー
）
は
、
人
権
が
十
分
に
保
障
さ
れ
て
い
な

い
外
国
籍
女
性
が
、
日
本
で
安
全
で
幸
福
な

生
活
が
送
れ
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
1
9
9
2
年
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
最

初
は
ア
ジ
ア
か
ら
流
入
し
た
人
身
取
引
被
害

1：�2005年刑法改正（刑法第226条の2）、「第3次出入国管理基本計画」���http://www.immi-moj.go.jp/zinsin/080818-01.pdf

は
、
彼
女
た
ち
が
人
生
を
過
ご
し
て
き
た
世

界
が
ま
っ
た
く
見
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に

衝
撃
を
受
け
ま
す
。

外
国
籍
の
D
V
被
害
者
の
大
き
な
割
合
を

占
め
て
い
る
の
が
、
人
身
取
引
の
被
害
者
と

し
て
日
本
に
入
国
し
た
女
性
や
、
ブ
ロ
ー
カ

ー
に
相
手
を
紹
介
さ
れ
国
際
結
婚
し
て
来
日

し
た
女
性
た
ち
で
す
。
相
談
者
の
出
身
国
は

時
代
に
よ
っ
て
変
化
し
ま
す
。
1
9
9
2
年

の
サ
ー
ラ
ー
設
立
当
初
は
、
タ
イ
が
人
身
取

引
送
出
大
国
で
し
た
。
後
に
相
談
者
の
多
く

を
占
め
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
、
中
南
米
出

身
者
、「
興
行
ビ
ザ
」で
入
国
す
る（
2
0
0
5

年
に
法
改
正
に
よ
り
こ
れ
は
実
態
と
し
て
は

人
身
取
引
と
さ
れ
る
1

）
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
、

興
行
ビ
ザ
に
よ
る
滞
日
か
ら
帰
国
後
再
び
日

本
人
の
妻
と
し
て
入
国
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
、

中
国
帰
国
者
に
呼
び
寄
せ
ら
れ
た
中
国
人
な

ど
で
す
。
さ
ら
に
は
、
母
国
の
経
済
発
展
に

伴
っ
て
留
学
生
と
し
て
来
日
し
た
後
に
日
本

人
と
結
婚
し
た
人
、
ま
た
ベ
ト
ナ
ム
・
東
欧
・

遠
く
は
ア
フ
リ
カ
の
女
性
な
ど
、
相
談
者
の

出
身
国
は
合
計
30
ヶ
国
を
超
え
ま
す
。

サ
ー
ラ
ー
で
支
援
を
し
た
人
の
中
で
は
、

例
え
ば
ブ
ロ
ー
カ
ー
に
騙
さ
れ
て
日
本
に
売

ら
れ
、
警
察
に
救
出
さ
れ
た
人
身
取
引
被
害

者
で
、
帰
国
支
援
を
し
た
あ
る
タ
イ
女
性
の

こ
と
が
忘
れ
ら
れ
な
い
記
憶
と
し
て
残
っ
て

い
ま
す
。
彼
女
は
女
の
子
で
あ
る
こ
と
を
理

由
に
小
学
校
を
卒
業
し
た
だ
け
で
し
た
が
、

元
美
容
師
だ
っ
た
腕
を
生
か
し
て
、
お
礼
に

と
み
ん
な
の
髪
を
カ
ッ
ト
し
て
く
れ
る
よ
う

日
本
に
お
け
る

マ
イ
ノ
リ
ティ

女
性
に
対
す
る
暴
力

日本YWCAは、皆さまのご支援（ご寄付・募金）によって支えられています。
どうぞご支援をお願いいたします。

＊�当法人へのご寄付は、「特定寄付金」として税額控除の対象となります。
＊�メールまたは振替用紙通信欄で次の情報をお知らせください。領収書
を発行します。�
①振込日、②金額、③お名前、④ご住所、⑤寄付項目、�
⑥オリーブの木キャンペーン募金の場合はお名前のアルファベット
＊ご希望の寄付項目を必ずご指定ください。
＊恐れ入りますが振込手数料はご負担ください。
＊�年間3,000円以上のご寄付で、次年の機関紙（年6回）をお送りいた
します。

東日本大震災
被災者支援募金
被災地に暮らす子ども、
女性、家族を支援

災害時支援募金
戦争・紛争・天災・疫病に
よる国内外の被災者を支援

オリーブの木キャンペーン募金
紛争の続くパレスチナにオリーブの樹
を植える
プレートに寄付者の名前が刻まれます
1本3，000円

寄付に関する詳しい情報・
その他のご寄付の方法についてはこちら
http:// www.ywca.or.jp/whatyoucan/ 

donation/ 

寄付の方法

寄付項目

◎銀行への振込　
振込先	 三井住友銀行　飯田橋支店　普通預金　口座番号1198743
	 （口座名義）	公益財団法人	日本YWCA　
	 コウエキザイダンホウジン　ニホンワイダブリューシーエー
◎ゆうちょ銀行への振込　

郵便振替　00170-7-23723　(加入者名)	公益財団法人日本YWCA
他行からの振込　　ゆうちょ銀行　支店名019（ゼロイチキュウ）
当座預金　023723　（口座名義）公益財団法人日本YWCA

◎インターネット募金 クレジットカードによるご寄付です。
下記URLからアクセスしてください。
http://kessai.canpan.info/org/ywcaofjapan/
賛助費はクレジットカードでの受付はできません。
ご了承ください。　

ピースメーカーズ募金
（一般寄付）
平和を創り出す女性の
リーダーシップ養成

賛助費
会の活動全体を支える
賛助員になってください
1口� 3,000円、5,000円
　　�10,000円

発行所　公益財団法人日本YWCA　〒101-0062　千代田区神田駿河台1-8-11　東京YWCA会館302号室
Tel. 03・3292・6121　　Fax.03・3292・6122　　office-japan@ywca.or.jp　　www.ywca.or.jp

旬な情報発信しています メルマガ登録　 y-net@ywca.or.jp　にお名前を送ってください ／ フェイスブック　www.facebook.com/YWCAJapan

メールにてご意見・ご感想をお寄せください。今後の紙面づくりの参考にさせていただきます。 office-japan@ywca.or.jp　 無断での複写・転用・転載はご遠慮ください。

編集発行人 石井摩耶子／偶数月1日発行
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費
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光
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八
重
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一
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荒
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重
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阪
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上
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兪
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仁
科
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太
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仁
科
弥
生

金
剛
静
慧　

内
山
佳
子

ピ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
ズ
募
金
（
平
和
を
創
り

出
す
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
養
成
）

臼
田
治
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中
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得
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宮
内
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一
杉
静
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内
山
佳
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内
山
康
一　

田
村
三
保
子

匿
名

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

災
害
時
支
援
募
金

（
国
内
外
の
災
害
被
災
者
支
援
）

折
戸
和
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永
道
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設
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順
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桐
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秋
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一
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田
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三
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石
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臼
田
治
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上
村
兪
巳
子

（
ネ
パ
ー
ル
大
地
震
被
災
者
支
援
募
金
）

吉
村
敦
子　

尾
方
理
恵

東
京
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
「
留
学
生
の
母
親
」
運
動

一
般
財
団
法
人
函
館
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

一
般
財
団
法
人
呉
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

一
般
財
団
法
人
平
塚
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

熊
本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

（
オ
リ
ー
ブ
の
木
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
募
金
）

岡
戸　

純　

折
戸
和
子　

野
坂
め
ぐ
み

横
田
昌
三　

得
永
道
子　

宇
都
宮
芳
子

土
屋
幸
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毛
利
亮
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市
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真
美
恵

村
井
京
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渡
辺
文
子　

田
村
三
保
子

青
木
恵
子　

坂
和　

優　

松
村
ユ
カ
リ

小
泉
孝
典　

小
泉
美
紀　

鈴
木
美
佐
子

友
田
シ
ズ
エ　

湘
南
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

東
洋
英
和
女
学
院
中
等
部
高
等
部
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

ピ
ー
チ
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
東
日
本
大
震
災
被
災
者
支
援
募
金
）

川
上
静
子　

臼
田
治
子　

玉
生
邦
子

中
村
紀
子　

小
泉
陽
子　

小
村
明
子

得
永
道
子　

設
楽
順
子　

仙
波
容
子

北
村
和
子　

藤
野
尚
子　

毛
利
亮
子

須
藤
和
子　

首
藤
和
子　

渡
辺
文
子

北
垣
景
子　

池
上
幸
子　

多
喜
百
合
子

青
木
恵
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都
木
恵
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坪
田
未
沙
子

本
橋
育
子　

宮
内
貞
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田
村
三
保
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一
杉
静
子　

杉
山
知
子　

小
野
小
夜
子

杉
原
壽
子　

中
村
と
よ
子　

上
村
兪
巳
子

区
民
と
つ
く
る
地
場
演
劇
の
会

留
萌
キ
リ
ス
ト
教
会
婦
人
会

こ
ひ
つ
じ
保
育
園　

熊
本
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

一
般
財
団
法
人
平
塚
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

世
界
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
総
会
派
遣
募
金

藤
原
玲
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遠
藤
真
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公
益
財
団
法
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浜
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Ｗ
Ｃ
Ａ

湘
南
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Ｗ
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新
潟
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

（
2
0
1
5
年
6
月
16
日
～
2
0
1
5
年

8
月
15
日
現
在 

敬
称
略
）

日本YWCAの使命（ミッション）
イエス・キリストに学び、共に生きる世界を実現する

世界の人 と々共に人権・平和・環境の問題に取り組む

第31総会期主題
平和を実現する人々は幸いである－マタイによる福音書5章9節

日本ＹＷＣＡビジョン２０１５
（1） ・非核・非暴力により平和を実現する
 ・平和憲法をまもり、世界に広める
 ・原発のない社会をつくる
 ・市民レベルで東北アジアの信頼関係を築く　

（２） 女性と子どもの権利をまもる
（３） 若い女性のリーダーシップを養成する
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な
人
で
し
た
。
そ
ん
な
彼
女
が
、
あ
る
日
母

国
に
送
金
し
た
い
と
言
い
出
し
ま
し
た
。
聞

く
と
、
息
子
が
軍
の
入
隊
試
験
を
受
け
た
が

補
欠
な
の
で
有
力
者
に
お
金
を
送
れ
ば
合
格

す
る
と
言
い
、
ま
た
し
て
も
騙
さ
れ
る
危
険

に
身
を
さ
ら
し
て
い
ま
し
た
。
支
援
者
と
し

て
会
う
短
い
間
に
、
彼
女
の
よ
う
な
人
の
価

値
観
を
変
え
る
こ
と
は
不
可
能
だ
と
痛
感
し

ま
し
た
。

女
性
た
ち
の
人
生
に
は
、
身
体
を
傷
つ
け

る
暴
力
だ
け
で
は
な
い
、
社
会
・
文
化
・
宗

教
を
背
景
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
暴
力
が
存
在

し
て
い
ま
す
。
被
害
女
性
の
故
郷
の
農
村
の

貧
困
と
豊
か
な
都
市
の
格
差
、
彼
女
た
ち
の

母
国
と
日
本
と
の
間
の
経
済
格
差
、
そ
し
て

彼
女
た
ち
と
家
族
と
の
関
係
そ
の
も
の
も
、

暴
力
の
構
造
そ
の
も
の
で
す
。
海
外
で
稼
い

で
家
族
を
養
え
る
と
誘
わ
れ
れ
ば
、「
家
族

が
第
一
」「
自
己
犠
牲
は
徳
」
と
信
じ
る
彼

女
た
ち
に
選
択
の
余
地
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
で
売
春
強
要
が
あ
っ
て
も
、
D
V
を
受

け
て
も
、
故
郷
の
家
族
の
た
め
に
逃
げ
ら
れ

ま
せ
ん
。

相
談
者
の
国
籍
が
時
代
に
よ
っ
て
変
遷
し

て
も
、
こ
の
構
造
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
現
在

増
え
て
い
る
中
国
出
身
の
相
談
者
の
多
く
は
、

貧
し
い
農
村
か
ら
親
類
中
の
支
援
を
受
け
て

留
学
し
、
卒
業
後
日
本
で
収
入
を
得
る
こ
と

を
期
待
さ
れ
た
女
性
た
ち
で
す
。
け
れ
ど
も
、

い
く
ら
留
学
生
の
就
職
に
門
戸
が
開
放
さ
れ

つ
つ
あ
る
と
い
っ
て
も
、
就
職
で
き
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
確
実
に
日
本
に
残
れ
る
手
段

と
し
て
、
怪
し
い
結
婚
紹
介
業
者
に
日
本
人

や
永
住
・
就
労
ビ
ザ
の
あ
る
同
国
人
男
性
と

の
結
婚
を
勧
め
ら
れ
ま
す
。　

夫
か
ら
の
暴
力
や
遺
棄
な
ど
の
被
害
に
遭

っ
て
も
、
母
国
で
の
借
金
や
故
郷
の
期
待
を

思
う
と
、
戻
る
場
所
は
あ
り
ま
せ
ん
。
異
国

で
人
生
の
逃
げ
道
を
閉
ざ
さ
れ
た
女
性
た
ち

は
、
夫
や
そ
の
家
族
へ
の
服
従
を
強
い
ら
れ

ま
す
。
自
分
の
出
身
国
や
過
去
の
職
業
に
対

し
て
、
夫
が
侮
蔑
の
言
葉
を
吐
く
時
、
彼
女

た
ち
は
ど
ん
な
思
い
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

何
よ
り
も
、
日
本
に
合
法
滞
在
す
る
た
め
の

ビ
ザ
は
、
夫
の
協
力
が
な
け
れ
ば
得
ら
れ
な

い
の
で
す
。

配
偶
者
ビ
ザ
で
日
本
に
滞
在
し
て
い
る
外

国
籍
の
人
は
、
離
婚
し
て
し
ま
う
と
、
日
本

国
籍
の
子
ど
も
の
親
権
を
持
っ
て
い
な
け
れ

ば
、
在
留
資
格
を
「
定
住
者
」
な
ど
「
配
偶

者
」
以
外
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
変
更
す
る
こ
と

が
難
し
く
な
り
ま
す
。
外
国
籍
女
性
に
子
ど

も
が
育
て
ら
れ
る
わ
け
が
な
い
と
い
う
夫
や

義
父
母
の
圧
力
で
、
親
権
を
得
ら
れ
な
い
母

親
も
多
く
い
ま
す
。
ま
た
、
親
権
を
得
た
と

し
て
も
、
異
国
で
支
援
者
の
存
在
を
知
ら
な

い
女
性
た
ち
が
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
と
し
て
の

一
歩
を
踏
み
出
す
に
は
、
高
い
ハ
ー
ド
ル
が

あ
り
ま
す
。
2
0
1
2
年
の
入
管
法
改
正
で
、

日
本
国
籍
の
配
偶
者
と
の
別
居
状
態
を
理
由

と
し
た
在
留
資
格
の
取
り
消
し
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
在
留
資
格
制
度
そ
の
も
の
も
、

暴
力
の
道
具
と
な
り
う
る
の
で
す
。
支
援
者

は
、
正
し
い
法
知
識
と
情
報
を
持
つ
こ
と
が

必
要
で
す
。

時
に
は
、
人
の
心
を
救
う
は
ず
の
宗
教
で

さ
え
、
女
性
た
ち
に
理
不
尽
な
ほ
ど
の
忍
耐

を
強
い
、
心
を
病
ま
せ
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

女
性
が
男
性
に
従
ず
る
こ
と
を
徳
と
し
た
り
、

離
婚
を
罪
で
あ
る
と
し
て
認
め
な
か
っ
た
り

す
る
原
理
主
義
的
な
宗
教
観
も
、
女
性
に
対

す
る
暴
力
で
す
。

そ
れ
で
も
、
サ
ー
ラ
ー
の
相
談
窓
口
に
た

ど
り
着
く
ま
で
、
彼
女
た
ち
は
生
き
抜
い
て

き
ま
し
た
。
親
や
先
祖
の
代
か
ら
貧
し
く
、

教
育
を
受
け
る
機
会
が
な
か
っ
た
ゆ
え
に
、

自
分
は
「
無
能
」
と
思
い
込
ん
で
い
る
女
性

た
ち
。
雇
用
主
や
夫
か
ら
「
こ
こ
か
ら
出
た

ら
生
き
て
い
け
な
い
」
と
支
配
さ
れ
る
中
で
、

彼
女
た
ち
の
持
つ
潜
在
的
な
力
は
消
え
入
り

そ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
で
も
彼
女
た
ち
は

何
も
か
も
捨
て
、
自
分
の
命
と
子
ど
も
だ
け

を
守
っ
て
、
私
た
ち
の
と
こ
ろ
に
来
て
く
れ

る
の
で
す
。
そ
の
力
に
、
同
じ
女
性
と
し
て

敬
意
を
持
ち
、
彼
女
た
ち
が
日
本
で
生
き
て

い
く
た
め
の
小
さ
な
一
歩
「
あ
な
た
が
自
分

を
守
っ
た
こ
と
」
の
偉
大
さ
を
知
っ
て
も
ら

う
の
が
、
支
援
の
基
本
で
す
。

女
性
た
ち
が
信
頼
で
き
る
人
に
出
会
い
、

自
分
が
で
き
た
小
さ
な
一
つ
ひ
と
つ
の
こ
と

に
自
信
を
積
み
重
ね
る
う
ち
に
、
日
本
が
彼

女
た
ち
の
第
二
の
故
郷
に
な
っ
て
い
っ
て
ほ

し
い
。
自
分
の
将
来
の
夢
が
日
本
で
芽
生
え

る
よ
う
、
中
・
長
期
の
支
援
も
視
野
に
入
れ
、

相
談
に
乗
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
支
援
す
る

側
は
、
同
じ
女
性
で
あ
っ
て
も
、「
強
者
の

側
」
に
い
る
こ
と
を
い
つ
も

忘
れ
ず
に
…
。

し
か
し
、
神
は
こ
の
イ
エ
ス
を
死
の
苦
し
み

か
ら
解
放
し
て
、
復
活
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

イ
エ
ス
が
死
に
支
配
さ
れ
た
ま
ま
で
お
ら

れ
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
あ
り
え
な
か
っ

た
か
ら
で
す
。

（
使
徒
言
行
録
2
章
24
節
）

　

通
っ
て
い
た
神
学
校
の
あ
る
シ
カ
ゴ
市
で
は
、
銃
犯

罪
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
か
な
い
日
は
ほ
と
ん
ど
無
い
ほ
ど
、

暴
力
が
日
常
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
病
院
で
の
実
習
中

に
出
会
っ
た
ケ
ン
は
、
銃
暴
力
で
人
生
が
変
わ
っ
て
し

ま
っ
た
一
人
で
す
。
会
社
で
働
い
て
い
た
彼
は
、
あ
る

日
バ
ス
を
待
つ
間
に
突
然
銃
で
撃
た
れ
て
負
傷
し
、
そ

れ
以
来
好
き
だ
っ
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
も
で
き
な
く

な
り
、
薬
物
を
乱
用
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
以
前

は
明
る
い
性
格
だ
っ
た
と
い
う
彼
の
表
情
は
暗
く
、
生

気
が
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
今
で
も
鮮
明
に
覚
え

て
い
ま
す
。

　

暴
力
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
私
た
ち
に
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。
暴
力
の
な
い
世
界
が
望
ま
し
い
の
で
す
が
、

現
実
の
世
界
に
は
暴
力
が
蔓
延
し
て
い
ま
す
。
聖
書
の

世
界
に
も
、他
者
を
威
圧
し
貶
め
る
、身
体
的・精
神
的・

性
的
・
経
済
的
暴
力
の
物
語
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
最
た
る
例
が
、
イ
エ
ス
の
十
字
架
の
物
語
で
す
。
愛

す
る
者
か
ら
裏
切
ら
れ
、
鞭
で
打
た
れ
、
侮
蔑
の
言
葉

を
投
げ
か
け
ら
れ
、
殺
さ
れ
た
イ
エ
ス
。
し
か
し
イ
エ

ス
は
存
在
を
否
定
す
る
力
に
支
配
さ
れ
ず
、
復
活
し
た

の
で
す
。
そ
の
復
活
し
た
イ
エ
ス
が
、
今
も
な
お
私
た

ち
の
現
実
の
中
で
共
に
生
き
て
い
ま
す
。
こ
の
事
実
が
、

私
た
ち
の
希
望
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

安
川　

美
歩

シ
カ
ゴ
・
ル
ー
テ
ル
神
学
校
卒　

熊
本
Y
W
C
A
会
員

映画
『パーソナル・
ソング』

映
画
は
、
認
知
症
を
患
っ
て
い
る
94
歳
の
ヘ

ン
リ
ー
の
と
こ
ろ
へ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
ダ
ン
が
音
楽
を
届
け
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。

ヘ
ン
リ
ー
の
娘
や
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
に
よ
れ
ば
、

ヘ
ン
リ
ー
は
10
年
来
ほ
と
ん
ど
反
応
も
な
く
座

る
生
活
を
送
り
、
娘
の
名
前
も
思
い
出
せ
な
い

状
態
だ
っ
た
。
だ
が
ダ
ン
が
家
族
や
ワ
ー
カ
ー

か
ら
ヘ
ン
リ
ー
の
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
を
聞
き

出
し
、
彼
が
好
き
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
音
楽
を
集

め
て
i
P
o
d
に
入
れ
、
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
で
彼
に

聞
か
せ
る
と
、
た
ち
ま
ち
ヘ
ン
リ
ー
は
目
を
大

き
く
見
開
き
、
身
振
り
を
交
え
て
歌
い
始
め
る
。

そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
生
き
生
き
と
し
た
感
情

を
も
っ
て
昔
の
こ
と
を
語
り
出
す
の
だ
っ
た
。

ヘ
ン
リ
ー
自
身
だ
け
で
な
く
、
そ
の
場
に
居
合

わ
せ
た
人
々
の
喜
び
も
伝
わ
っ
て
く
る
。
ま
た

別
の
、
若
年
性
認
知
症
で
様
々
な
認
知
能
力
を

失
い
、
大
き
な
哀
し
み
の
中
に
生
き
て
い
た
女

性
は
、
若
か
り
し
頃
に
好
き
だ
っ
た
音
楽
が

ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
か
ら
流
れ
る
と
、
ま
る
で
閉
じ

込
め
ら
れ
て
い
た
魂
が
外
に
向
か
っ
て
解
き
放

た
れ
た
か
の
よ
う
に
、
両
腕
を
大
き
く
突
き
出

し
て
喜
び
を
表
す
。
た
く
さ
ん
の
希
望
と
喜
び

が
、
こ
の
映
画
に
は
あ
る
。

映
画
は
問
い
か
け
る
。
施
設
や
病
の
中
で
孤

独
に
過
ご
す
人
々
が
必
要
と
し
て
い
る
の
は
、

複
雑
な
機
械
を
調
節
す
る
よ
う
に
多
量
の
薬
で

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
こ
と
よ
り
も
、
む
し
ろ
、

音
楽
と
い
う
古
く
か
ら
人
間
に
と
っ
て
身
近
で

YWCA
の映画館

マイケル・ロサト＝
ベネット監督
（アメリカ／2014年制作）
公式サイト　http://personal-song.com/

根
源
的
だ
っ
た
営
み
を
通
し
て
、
心
の
一
番

根
っ
こ
に
あ
る
暖
か
な
感
情
が
呼
び
覚
ま
さ
れ
、

他
人
を
含
む
外
界
や
自
分
自
身
と
の
つ
な
が
り

を
回
復
す
る
こ
と
で
は
な
い
の
か
、
と
。Alive 

Inside

（
内
側
は
生
き
て
い
る
）
と
い
う
原
題

が
そ
の
問
い
を
端
的
に
示
唆
し
て
い
る
。

今
後
い
っ
そ
う
高
齢
化
が
進
む
日
本
で
も
、

最
後
ま
で
人
間
的
に
喜
び
を
も
っ
て
生
き
ら
れ

る
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
こ
う
し
た
音
楽
療
法

が
普
及
し
て
ほ
し
い
―
観
終
わ
っ
た
後
に
そ
う

願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

編
集
部
（
Ａ
．
Ｎ
．）

ある授業でのこと。
Aさん��「先生、この間、天王寺で、�

知らんおっちゃんから�
壁ドンされてん」

私� 「えー、それは恐い思いしてんな」
Aさん�「一緒にいた別のおっちゃんが助けてくれた」

Bさん�「壁ドンは犯罪やねんで」
私� �「さすが、よく知っている。たとえイケメンでも、相手が恐い、

いやと思ったら、犯罪。暴行罪などにあたるよ」

その後、彼氏からケータイをチェックされたり、自分の好みを押し付
けられたりしたらどう思う、といった話題になった。中には、好きな人
だったらケータイをチェックされても嬉しい、束縛されても大丈夫とい
う声がある一方、えー、絶対にいやという声も多数ある。現在されてい
る、という生徒もいた。知らない人に写真を撮られたことがあるという
生徒も、複数いた。女の子たちを取り巻く状況は危ないことがいっぱい
で、これが暴力につながっていくと考えると怖い。
女の子はかわいい存在である、という考えがまかり通っている。かわ

いいと言えば聞こえがいいが、庇護したくなる者、自分より下の者とい
う扱いだ。女の子もかわいいと言われて喜んでいてはダメ。暴力は何
があっても許してはいけない。YWCA非暴力週間に何ができるのか、
考えていきたい。

プール学院中学校・高等学校教員
中高YWCA委員会委員長・日本YWCA運営委員　松原恵美子

毎年10月第3週はYWCA非暴力週間。
世界中のYWCAが、特に少女・若い女性・女性への暴力に抗
して声をあげます。
YWCA加盟校（2015年8月現在、全国に36校）の一つ、プール
学院（大阪）のある日の光景から、暴力について考えてみました。

YWCA非暴力週間
少女・女性への暴力にNo!　

女性への暴力に関するYWCAの取り組み

女性への暴力に関するYWCAの取り組み

女性への暴力に関するYWCAの取り組み

暴力は
絶対にダメ

　!
＃noXcuses
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公
益
財
団
法
人
大
阪
Y
W
C
A
は
、
D
V
被
害

女
性
の
回
復
と
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
の
支
え
と
な
る

こ
と
を
願
っ
て
、
2
0
0
5
年
に
「
ス
テ
ッ
プ
ハ

ウ
ス
」
を
開
設
し
、
こ
の
秋
で
10
年
を
迎
え
ま
す
。

多
く
の
個
人
・
団
体
の
み
な
さ
ま
に
支
え
ら
れ
て

こ
の
活
動
を
継
続
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

D
V
被
害
を
受
け
た
女
性
は
、
緊
急
一
時
避
難

施
設
（
シ
ェ
ル
タ
ー
）
に
保
護
さ
れ
た
と
し
て
も
、

被
害
に
よ
っ
て
心
身
と
も
に
傷
つ
き
、
疲
れ
果
て

て
い
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
後
す
ぐ
に
自
立
し
て

生
活
を
始
め
る
こ
と
は
困
難
を
極
め
ま
す
。
し
か

も
、
シ
ェ
ル
タ
ー
に
滞
在
で
き
る
の
は
原
則
と
し

て
わ
ず
か
2
週
間
で
す
。

ス
テ
ッ
プ
ハ
ウ
ス
は
、
シ
ェ
ル
タ
ー
退
居
後
、

本
格
的
な
自
立
を
す
る
た
め
に
、
住
居
や
就
労
の

準
備
を
し
な
が
ら
6
ヶ
月
間
入
居
で
き
る
施
設
で

す
。
回
復
初
期
に
集
中
し
て
総
合
的
な
支
援
を
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
リ
バ
ウ
ン
ド
な
し
の
支
援
」

を
心
が
け
て
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

D
V
被
害
女
性
は
、
こ
の
ス
テ
ッ
プ
ハ
ウ
ス
で

横
浜
Y
W
C
A
で
は
、
暴
力
を
受
け
た
女
性
の

た
め
の
支
援
事
業
「
ゆ
う
」（
以
下
、「
ゆ
う
」）
を
、

2
0
1
0
年
度
よ
り
正
式
に
開
始
し
ま
し
た
。

「
ゆ
う
」
で
は
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
（
以
下
、
D
V
）
の
被
害
や
貧
困
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
女
性
の
抱
え
る
問
題
は
、
個
人
の
資

質
・
環
境
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
性
に
よ
る
格

差
や
差
別
が
あ
る
社
会
構
造
の
問
題
で
あ
る
と
捉

え
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の

女
性
が
そ
の
人
ら
し
く
、
安
心
・
安
全
・
健
康
に

生
き
て
い
け
る
よ
う
に
と
願
い
、
活
動
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
地
域
の
中
で
当
事
者
・
支
援
者
が

共
に
育
つ
社
会
、
女
性
が
生
き
や
す
い
社
会
、
ひ

い
て
は
す
べ
て
の
人
が
生
き
や
す
い
社
会
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

事
業
の
内
容
は
主
に
、
次
の
通
り
で
す
。

毎
月
開
催
し
て
い
る
離
婚
講
座
で
は
、
弁
護
士

が
講
師
と
な
り
、
離
婚
の
法
的
な
基
礎
知
識
を
解

説
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
が
暴
力
で
あ
る
と

認
識
さ
れ
に
く
い
D
V
や
モ
ラ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
つ
い
て
、
そ
の
対
処
法
も
含
め
て
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
て
い
ま
す
。
離
婚
講
座
は
、
2
0
1
1

年
1
月
か
ら
「
法
テ
ラ
ス
1�

神
奈
川
」
の
後
援
を

受
け
ま
し
た
。
こ
の
た
め
に
、
横
浜
市
の
各
区
役

所
の
相
談
窓
口
で
も
講
座
を
紹
介
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
な
り
、
年
々
受
講
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

2
0
1
1
年
に
1
3
0
名
で
あ
っ
た
利
用
者
は
、

2
0
1
4
年
に
は
1
7
0
名
程
度
に
な
り
ま
し
た
。

受
講
者
を
対
象
に
毎
回
実
施
し
て
い
る
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、「
と
て
も
不
安
だ
っ
た
が
、
離
婚
ま

で
の
流
れ
が
よ
く
わ
か
り
、
具
体
的
に
何
を
す
れ

ば
い
い
の
か
が
わ
か
っ
た
」「
何
十
年
も
モ
ラ
ハ
ラ

を
受
け
て
い
た
こ
と
が
、
こ
の
講
座
で
理
解
で
き

た
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
離
婚
講
座
の
受
講
者
を
対
象
に
、

講
師
の
弁
護
士
に
よ
る
相
談
も
開
催
し
、
そ
の
利

用
者
も
増
え
て
い
ま
す
。

「
ゆ
う
」
で
は
ま
た
、問
題
を
抱
え
た
当
事
者
の

方
を
対
象
と
し
た
相
談
窓
口
と
し
て
、「
心
理
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
や
「
女
性
相
談
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。「
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
で
は
、
心
の
問

題
や
生
き
づ
ら
さ
に
つ
い
て
、�

心
の
専
門
家
が
じ

っ
く
り
と
話
を
聴
き
ま
す
。「
女
性
相
談
」
は
、

生
活
や
福
祉
に
つ
い
て
、
何
を
ど
こ
に
ど
の
よ
う

に
相
談
す
れ
ば
い
い
の
か
困
っ
て
い
る
女
性
の
た

め
の
相
談
窓
口
で
す
。
離
婚
講
座
を
受
け
た
後
、

相
談
を
申
し
込
む
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
ま
す
。

2
0
1
5
年
2
月
か
ら
は
、
女
性
や
子
ど
も
の

た
め
の
支
援
に
携
わ
っ
て
い
る
方
を
対
象
と
し
た

「
支
援
者
向
け
の
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
開
始

し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
支
援
に
関
す
る
相
談
や
、

他
の
仕
事
上
の
悩
み
、
ま
た
は
支
援
者
自
身
の
心

の
相
談
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

定
例
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
他
に
は
、
精
神
科
医
で
武

蔵
野
大
学
教
授
の
小
西
聖
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え

た
、
支
援
者
向
け
講
座
（
年
1
回
）
も
好
評
を
得

て
い
ま
す
。

ま
た
、「
モ
ラ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
知
ろ
う
! !
」

「
D
V
と
児
童
虐
待
～
児
童
虐
待
の
影
に
、
D
V
あ

り
～
」「
女
性
と
貧
困
～
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
現

状
か
ら
～
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
女
性
限
定
の
一

般
向
け
の
公
開
講
座
も
年
1
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
毎
年
お
正
月
に
は
、「
新
春
落
語
会
」

も
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
7
代
目

柳
亭
燕
路
さ
ん
に
よ
る
夫
婦
や
親
子
関
係
を
テ
ー

マ
に
し
た
落
語
を
楽
し
ん
だ
後
、
心
理
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
が
そ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
シ
ョ
ー
ト
レ
ク

チ
ャ
ー
を
行
う
と
い
う
、
異
色
の
コ
ラ
ボ
の
落
語

会
で
す
。

横
浜
Y
W
C
A
「
ゆ
う
」
で
は
こ
れ
か
ら
も
、

傷
つ
い
た
人
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
支
援
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

　

横
浜
Y
W
C
A　

　

暴
力
を
受
け
た
女
性
の
た
め
の
支
援
事
業

　

「
ゆ
う
」
担
当
職
員�

今
地
裕
美
子

暴力を受けた女性のために

女性への暴力に関するYWCAの取り組み

女性への暴力に関するYWCAの取り組み

女性への暴力に関するYWCAの取り組み

女性への暴力に関するYWCAの取り組み

女性への暴力に関するYWCAの取り組み

女性への暴力に関するYWCAの取り組みDV被害からの回復と自立へ
ステップハウス支援事業　ゆう　

横浜YWCAではさまざまな電話を
受けていますので、

「ゆう」の事業について、
とお伝えください。

日　　程　2015年11月14日(土)
	 14:00～16:30
会　　場　大阪YWCA
	 〒530-0026	
	 大阪市北区神山町11-12
申し込み	 公益財団法人	大阪YWCA	
	 TEL	06-6361-0838

公益財団法人 横浜 YWCA

045-681-2903 「リバウンドなし」の
DV総合支援とは？
女性・子ども・支援者へのアプローチ

な
ど
の
制
約
は
あ
り
ま
す
が
、
基
本
的
に
生
活
ス

タ
イ
ル
は
本
人
が
作
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

あ
た
た
か
く
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
あ
ふ
れ
る
情
報

の
中
を
主
体
的
に
自
分
で
選
択
・
決
定
し
て
い
く

プ
ロ
セ
ス
を
歩
み
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
自

立
へ
の
準
備
が
整
っ
た
と
い
う
実
感
を
も
っ
て
退

居
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

支
援
す
る
中
で
、
目
と
耳
と
心
を
開
い
て
、
お

話
を
し
っ
か
り
と
伺
い
、
辛
抱
強
く
相
手
の
心
に

寄
り
添
う
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
時
に
は
支

援
者
側
と
し
て
、
こ
う
し
た
方
が
い
い
の
で
は
と

思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
主
体
は
本

人
で
す
。
加
害
者
か
ら
暴
力
に
よ
る
支
配
を
受
け

て
い
た
被
害
者
が
、
自
分
で
決
め
る
と
い
う
体
験

を
繰
り
返
し
て
い
く
こ
と
も
、
回
復
に
向
け
て
の

大
切
な
一
歩
で
す
。

私
た
ち
支
援
員
は
、
ど
ん
な
に
研
修
を
重
ね
て

も
、
思
う
よ
う
に
支
援
で
き
な
い
こ
と
が
多
々
あ

り
ま
す
。
長
く
暴
力
に
さ
ら
さ
れ
続
け
た
こ
と
の

影
響
の
大
き
さ
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
、
無
力

感
に
襲
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
人

と
の
関
係
の
中
で
負
わ
さ
れ
た
傷
は
、
人
と
の
関

わ
り
に
よ
っ
て
必
ず
癒
さ
れ
る
の
だ
と
信
じ
、
あ

な
た
は
決
し
て
一
人
ぼ
っ
ち
で
は
な
い
と
い
う
思

い
を
込
め
て
、
今
後
も
私
た
ち
の
で
き
る
こ
と
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

大
阪
Y
W
C
A　

ス
テ
ッ
プ
ハ
ウ
ス
担
当
職
員　

川
崎
仁
子

1：��法テラス：日本司法支援センターのこと。http://www.houterasu.or.jp/index.html
� �収入等が少ない市民を対象に、無料の法律相談や、必要に応じて弁護士・司法書士費用などの立て替えを行っている。

問 い 合 わ せ 先

横浜
YWCA

大阪
YWCA

開設10周年記念講演会

参加費
無料ス テ ッ プ ハ ウ ス

ま
ず
ゆ
っ
く
り
と
心
や
体
を
休
め
ま
す
。
そ
し
て
、

生
活
支
援
員
の
訪
問
や
専
属
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ

る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け
な
が
ら
、
支
援
者
と

の
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
き
ま
す
。
必
要
に
応
じ

て
、
病
院
や
役
所
、
警
察
へ
の
同
行
支
援
も
受
け

ま
す
。
被
害
者
や
支
援
員
の
安
全
の
た
め
に
、
門

限
や
ス
テ
ッ
プ
ハ
ウ
ス
の
場
所
を
非
公
開
に
す
る
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に迎えに行こうにも、
どの道も渋滞で行
けなくて途方にくれ
たこと。この4年間
で自分が子どもを
守らなければいけな
いと強く思うように
なったこと。移住は
できないから保養を
大切にしていること。
移住した後の仕事や人間関係の不安。
どれも、「わかります」と軽々しく言え
るものではなかった。
けれども、こうしたことが話せる場
所をつくろうと、実施したリトリート
だった。こんな時間を積み重ねて、
私たちなりの “共に歩む” 関係を、福
岡に来てくださる人たちと築いていけ
たらと願う。参加者がその後、セカン
ドハウス4を利用するなど、いろいろ
な形でYWCAとつながってくださっ
ていることも、嬉しく思っている。

福岡YWCA　総幹事　野﨑千代　

日本YWCAは、1970年から「ひろ
しまを考える旅1�」続けてきました。原
爆の記憶の残る広島を歩き、さまざま
な人たちと出会い、平和を考えるプロ
グラムです。戦後70年の今年は、広
島・長崎両都市の平和記念式典が終
了した翌週に開催しました。広島は、
いつもの年より観光客は多いものの、
普段の落ち着いた街に戻っていまし
た。
��今年の参加者総勢60名は、10代にな
ったばかりの人から大学院生までの若
い人たちが多く、学生インターン・ボ
ランティアリーダーも合わせると、半
数が30歳以下でした。ボランティアリ

折り鶴に乗って行きたい未来は？

原発被災地・福島を記録した映画、
『小さき声のカノン』1�を観て背中を押さ
れた、福岡県・糸

いと

島
しま

市のお母さんた
ちが作った 6つの市民団体2がある。
うち半数くらいのメンバーが、東日本
大震災後に関東などから移住した人
たちだ。これらのグループの輪に福岡
YWCAが加わり、多くの話し合いを
重ねて、8月、保養プログラムを実施
した。
「ぶんぶん∞リトリート3�in　糸島」は、
蜜蜂の小さな羽音があちこちに広が
り、大きな風をおこすようなイメージ
から名付けられた。開催場所の糸島は、
福岡市の隣にある。海と山、上質の
食材が採れる人気のエリアだ。宿は
雷
らい

山
ざん

の麓の古民家で、ある牧師夫妻
がご自宅を開放してくださった。食材
や車両の提供、サポーターの申し出
が、県内だけでなく関東・関西からも
たくさん寄せられた。
「自然の中、心も体もゆるゆると解
放しにきませんか？」と呼び掛けた結
果、福島県から5組の親子14名が参加。
受け入れ側と参加者は、始まる前から
フェイスブックで盛んにやり取りした。
プログラムの内容は、川遊び、地
元のおじいちゃんや子どもたちと一緒
に竹細工遊び、畑体験、海水浴、染
物、キャンプ、温泉、整体、健康相談、
リラクゼーション、劇鑑賞、講演会な
ど。皆が一番楽しみにしていたのは
海水浴。日焼けで真っ赤になって1日
中遊んだ。それから毎朝夕の虫採り。
こんなに外が大好きな子どもたちの行
動を制限しなければいけない親のスト
レスを思う。海を前に「ほうしゃのう
があるんでしょ」と言った子。庭は遊
ぶ場所ではなく、お家の中から見る
場所と思っていた子。
大人も今までのいろいろなことを話

してくれた。妊娠していたのに、医師
が避難していなくなって不安でたまら
なかったこと。原発事故後、保育園

ーダーの中には、以前参加者としてこ
の旅を経験し、今年はボランティアに
挑戦した人もいました。日本各地から
集まった参加者たち。また、中国・韓
国両YWCAから迎えた4名のゲスト、
国内で学んでいるミャンマー・台湾・
中国の留学生6名の参加を得、例年に
も増して、異なる言語や文化的背景
を持つ人々が共に集いました。
参加者は、原子爆弾の被害と被爆者

の今も続く苦しみと、先の戦争におけ
る日本の加害の側面、戦争の愚かしさ
恐ろしさを学びました。そして、一人
ひとりが平和を創り出す者となるべく、
決意を新たにすることができました。
��旅の最後、参加者は、1年後の自分
へのメッセージを、世界から広島に捧
げられた千羽鶴を再生した紙で造られ
たカードに書きました。そこには、「い
ろいろな立場に立って考えること、理
解することの大切さ」「話し合うこと
の大切さ」「先の戦争の時に加害者で
あったことを忘れない」「考え続けるこ
とが大事」「知ったことを伝えていくと
いう決意」「国や言葉が違っても同じよ
うに感じる部分がある」などのメッセ
ージが、日本語・英語・韓国語・中国
語で溢れていました。
��私たち人間の言葉や文化や習慣は、
国によって違います。けれども、顔を

日本
YWCA

戦後70年目の8月

ひろしまを考える旅 2015

合わせて話せば通じ合う、共通の感覚
や感情があります。初めは通訳の方の
力を借りて伝え合うしかなくとも、お
互いの言葉を学び合ったり、出会いを
重ねたりすることでどんどん通じ合う
ものが増えていくはずです。海外から
の、また年若い参加者の多かった今回
のひろしまを考える旅は、特にそのよ
うに感じることが多い数日間でした。
��最後に、旅を共に作り上げた皆さん
への大きなエールとして、若い参加者
が自分への手紙に書いたひと言を紹介
させてください。「大学に入ったらボ
ランティアリーダーとしてもう一度こ
の旅に参加しようと思う」。参加した人
が、次にはプログラムの作り手になる、
ひろしまを考える旅のメッセージを伝
える側になる。そうしてこの旅は、今
後もずっと続いていくことでしょう。

ひろしまを考える旅実行委員長
日本YWCA運営委員

　津戸真弓

2015夏　福岡YWCA＋6市民団体が協力開催

ぶんぶん∞リトリート 
福岡
YWCA

2015.
8.4-8.10

in 
糸島

フィールドワークの一つ「中高生が伝えるひろし
まコース」

分かち合い

交流会

1：��このプログラムは、日本の被害と加害の両方を学ぶことを目的としています。「ヒロシマ」（被爆地としての広島）、「廣島」（旧
日本軍の軍都として帝国主義の一翼を担った広島）、「広島」（都市としての広島）の全ての意味を込め、日本YWCAは、
この旅の名称を「ひろしま」とひらがなで表記しています。

1：��『小さき声のカノン―選択する人々�/�Little�Voices�from�Fukushima』鎌仲ひとみ監督、2015年。
2：��いとしま菜の花プロジェクト、いのちの楽校、café�Waltz糸島、ひとのえん、ボノワitoshima、わくわく子どもえん
3：��日常から離れた環境に身を置き、心身を解放しつつ、心・体・精神のバランスを整えること。
4：��日本YWCAは、放射線量の高い地域で生活している家族のために、横浜・名古屋・神戸で3軒の住居を提供している。
利用者の負担軽減のために交通費の補助も行っている。

そうめん流し

スイカ割り

夕方のトンボ採り

日本YWCA被災者支援　保養プログラム

Since
1970
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